
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千里丘北小学校の授業研究に学ぶ  １０月１８日（木） 
千里丘北小学校では、研究テーマとして『いきいきプロジェクト２

０１８』を設定しています。今回の『千北いきいきマーケット』はそ

のプロジェクトの一環で、練習してきた英語によるコミュニケーショ

ンを実際に使える場として設定し、必然的に英語を使いたくなるよう

な仕組みを考え実行されたものです。 

 『千北いきいきマーケット』は、まさに文化祭的な活動を英語で行

う、たいへん楽しい活動となっていました。英語を必然的に使う場の設定を学校全体に広げたものだけでな

く、児童や教職員はもちろんのこと、保護者の方々や追手門学院大学の学生ボランティア、スカイプでつな

がった海外の方など、まさに千里丘北小学校が掲げる教育目標の「グローカル（グローバル＋ローカル）」

に様々な人々が関わり合いながら、子供たちも生き生きと自然に英語でやり取りできる活気ある雰囲気がた

いへん印象的でした。 

 研究協議会では、追手門学院大学の松宮新吾教授から指導助言があり

ました。松宮教授からは、学びに向かう・学び合う縦のつながりができ

ていることや、１～６年生までの一貫性ができていることのすばらしさ

について評価されていました。今後については、コミュニケーションの

対象を意識した、本当の意味でのコミュニケーション活動を意識するこ

との大切さについて助言され、充実した研究協議会となっていました。 

 

 

 

 

 

高野台中学校の授業研究に学ぶ  １０月２２日（月） 

京都産業大学の柴原弘志教授より、「『特別の教科 道徳』における学習

指導と評価」と題して講話がありました。①「評価の観点」と「評価の

視点」から質の高い学習指導を考える、②道徳科における学習指導と評

価、の２本の柱を中心に、道徳の授業づくりのヒントがたくさん得られ

る内容となりました。柴原教授からは、 

○子供の良い姿への評価（言葉かけ）に力を入れることが、子供の「方法知」への学びにつながり、このこ

とは通知票の記述よりはるかに重要である。 

○生徒自身が「自分が」「自分に」「自分で」問う道徳の授業が大切である。 

○「聴く」ことのうまい先生は、道徳の授業もうまい。児童生徒の発言   

を傾聴して受け止め、発問に対する児童生徒の発言などの反応を、適  

切に指導に生かすことが重要である。 

等を強調されていました。 

 評価のための具体的な工夫や、評価文例等の資料についても詳しく説

明があり、理論と実践の両面からこれからの道徳の授業改善について具

体的に考えられる校内研修となりました。 
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★活用してみよう！『マッピング』機能★ 

今回も、教職員用の着脱式ノートパソコンやコンピュータ教室に配備

されている児童・生徒用の着脱式ノートパソコンにインストールされて

いる「SKYMENU Class」を紹介します。普通教室等で着脱式ノート

パソコンをタブレットとして活用する際に授業を支援するソフトウェア

です。今回は、その中から『マッピング』機能（右図参照）をご紹介し

ます。この機能は、カードを使って元となるテーマに関連するキーワー

ドをクモの巣状につなげていくことで、子供たちが自分の思考を可視化できます。タブレットを活用すれば、

何度でも繰り返し試行錯誤して発想を広げていくことができます。 

 

★『マッピング』機能の利用方法★ 

①Ｗｉｎｄｏｗｓにログイン後、デスクトップの右端にある『SKYMENU Class』のツールバーから、「ア

プリ」→「発表ノート」をタップする。 

②「発表ノート」画面が表示された後、画面左上部にある「マッピングでノートを作成」をタップする。 

③「発表ノート」画面上に作成した「ノート」が表示された後、「ノート」をタップする。 

④作成した「ノート」の下に「開く」メニュー等が表示された後、「開く」メニューをタップする。 

【研修番号】218 ※ステップアップ研修Ⅱを兼ねる 

【日 時】１２月７日（金）15:４５～17:00 

【場 所】教育センター 視聴覚室 

【研 修 名】「発達障がいと不器用」 

【講 師】京都教育大学 

          准教授 牛山 道雄 先生 

【研修について】 

「はさみがうまく使えない」「靴ひもをうまく結べな

い」など、不器用な子供たちがクラスにいませんか。

このような子供たちに、どのような支援が必要なの

か、また、できないことに注目するより“どうすれ

ばできるようになる”かを考えることの大切さにつ

いて、京都教育大学の牛山道雄先生にお話しいただ

きます。 

 

研修 Pick up 

 
情報教育機器の利活用について～SKYMENU Class 編～ 

 経験年数の少ない教職員 Q&A 
（学級づくり・児童生徒指導 編） Q 

 

学級の子供たちが納得して取り組めるよう、

係の種類や取組内容について、学期ごと（一月

ごと）に見直してみるといいですね。 

係活動について、活動量のばらつきが

出てしまいました。 Q 
今月号は「学級づくり・児童生徒指導」についてです。 

 

互いのよいところに目を向けられるような

関係を学級に築いていくことが大切ですね。注

意することがあれば、次はほめることを心がけ

ましょう。注意で促すよりも、ほめることで周

りをひきこんでいくという意識で。 

同じ子供ばかりに注意をしてしまい、そ

の子供に対し周りの子供たちの関わりが

きつくなってしまいました。 

平成３０年１１月２６日（月）より吹田市

立教育センター（男女共同参画センター）の

改修工事実施に伴い、駐輪場が一時縮小され

ることから、研修受講者の自転車等の駐輪が

困難となります。従前よりお願いしているこ

とですが、研修会場へは、公共交通機関の

利用をお願いします。 



●１０月２３日（火）古江台小学校  栃岡 悠 教諭  

小学校第４学年 道徳科 主題「それでも言える？」A-1善悪の判断 

            資料 学研 みんなの道徳 ４年 カマキリ 

 資料の主人公たちは、みんなに喜ばれる新聞をつくるため、インターネット上の魅力的な 

情報を手に入れるために、名前を入力してしまいます。 

善悪を判断し正しい行動をすることは大切です。しかし、自分の望みと周りの声に正しい 

判断と行動は難しくなります。栃岡先生は、児童が教材の場面を自分ごととしてとらえ、葛 

藤を引き出し、じっくりと考えさせるため、発問設定、板書計画に工夫をこらしました。さらに、児童が一度考えを動作化す

ることによるゆさぶりを仕掛け、主題にせまらせます。「やっぱりだめなことだし、入力した後いろんな人に迷惑かけるよ。で

も、友達の声に反対するの難しいな。」と児童が語ります。「道徳的な価値の内容は大切なのだ。」で終わるのではなく、実行す

ることの難しさも考え葛藤する中で、善悪の判断についての理解を深める授業となりました。 

 授業を講評いただいた、北山田小学校 川添 龍次 首席からは、考え、議論する道徳科授業をつくるためのポイントや、

授業者が理解すべき道徳性の発達についてお話しいただきました。 

 

●１１月１５日（木）第二中学校  中嶋 麻衣子 教諭  

中学校第２学年 保健体育科（体育分野 Gダンス） 
単元名 ダンス（現代的なリズムのダンス・創作ダンス） 

 イメージマップの活用、創作の基本となる動作スキルや隊形のバリエーションを提供し、生徒はそれらを共通ワード
に話し合い、自分たちのダンスを創り上げていきます。創作過程の生徒の表情から、創り上げること、完成に向けて練
り上げることを楽しむ表情が印象に残りました。また、ルーブリックの提示、自己評価・相互評価シートを活用した指
導と評価の一体化を意識した工夫も提案いただきました。「ダンス指導を難しいと感じている先生は多いはず。しかし、
コピーして踊らせるだけではいけない。生徒同士がイメージを体で表現することに楽しさをおぼえ、仲間同士で高め合
い、認め合い、創り上げることを楽しませたい。」 中嶋先生がダンス指導にこめたねらいが具現化された授業でした。 
 授業を講評いただいた、南千里中学校 酒井 睦美 教頭先生には、授業の助言とともに、１０年目を迎える先生方
に自己を振り返り、人間力を高める上で大事にすべきことを自身の経験をもとにお話しいただきました。 

 

 

 

 
各校種の代表者授業を実施しました。今年度のテーマは、ＩＣＴ機器の活用です。その様子を報告します。 
●１１月８日（木）南山田小学校  小林 さくら 教諭 
小学校第４学年 国語科 単元名 一秒の言葉 
ＩＣＴ機器の活用について、小林教諭はワークシートを黒板に拡大提示し、児童が

記入する際の注意点を書き込みながら説明していました。そのため、児童は着目点を
理解しやすく、ワークシートをスムーズに記入することができていました。また、児
童が発表する際に、小林教諭がタブレットのカメラ機能で各班がまとめた意見を撮影
し、黒板に投影しました。まとめた意見が拡大提示されたため、周りの児童は発表内容をより理解することができてい
ました。加えて、黒板に転記する時間を短縮できたため、児童の活動時間をより確保することができていました。 
助言者の佐井寺小学校 大谷 誠 教諭からは、ICT機器を活用する際にねらいを定めることの重要性や、ご自身が

普段から実践されている ICT機器の活用事例等について、お話をいただきました。 
 

●１１月１２日（月）青山台中学校  青木 克哉 教諭 
中学校第３学年 英語科 単元名 Lesson5までの復習 
ＩＣＴ機器の活用について、青木教諭は板書イメージ等をプレゼンテーションソフ

トで事前にまとめて、黒板に拡大提示していました。他クラスや来年度以降の同学年
でも活用や英語科教員で共有できるため、教材作成時間を削減することが期待されま
す。加えて、黒板に転記する時間を短縮することができたため、生徒の活動時間をよ
り確保することができていました。また、生徒がスピーキング等のアクティビティをする際に、活動時間を円グラフ等
で黒板に拡大提示していました。そのため、生徒は経過時間を視覚的に把握することができ、計画的に進めることがで
きていました。 
助言者の佐井寺中学校 南迫 勝彦 教諭からは、「主体的・対話的で深い学び」を実現するための ICT 機器の活用

方法を、事例をあげて説明していただきました。また、教員自身が普段から ICT機器を活用し慣れなければならないこ
とも強調されていました。 

 

 

 

 

 
    

ステップアップ研修Ⅰ「授業づくり３・４」（受講者代表授業） 

１０年経験者研修 代表研究授業 



番号 研修テーマ・講師名・概要等 会　　場 日　　時 対　　象

子育て青少年拠点
夢つながり未来館

ゆいぴあ
(多目的ホール・多
目的リハーサル室・

多目的会議室)

1月30日（水）
14:00～17:00

教職員

38

授業づくり９「小中一貫教育について」
―中学校における授業参観と研究協議―
　　　　　　　授業者　豊津西中学校  指導教諭　　吉田　昌司（英語科）
　　　　　　　講義　　 吹田市教育委員会　 指導主事

豊津西中学校
１月15日(火)
13:30～17:00

小学校初任者教員（火曜班）
新規任用講師

39

授業づくり９「小中一貫教育について」
―中学校における授業参観と研究協議―
  　　　　　　授業者　山田中学校   教諭　　荻野　塁（数学科）
　　　　　　　講義　　 吹田市教育委員会　指導主事

山田中学校
１月17日(木)
13:30～17:00

小学校初任者教員（木曜班）
新規任用講師

40

授業づくり７「小中一貫教育について」
―小学校における授業参観と研究協議―
　　　　　　　授業者　東山田小学校  教諭　　西田　まなみ
　　　　　　　講義　　 吹田市教育委員会　指導主事

東山田小学校
1月24日(木)
13:35～17:00

幼稚園・中学校
初任者教員

新規任用講師

フレッシュ研修 43
解決志向ブリーフセラピーについて学ぶ
　　    　　　　　　　  学校医部会 吹田市医師会
　　　　  　　　　　　    　　　こどもクリニック立花　医院長　立花　賢治

教育センター
視聴覚室

12月20日（木）
15:30～17:00

新規採用養護教諭
任用１年未満の養護助教諭

※養護教諭研修を兼ねる

授業づくり研修
（研究グループ

公開）
149

小学校３年生道徳科授業（道徳教育研究グループ提案授業公開）
　資料「パラリンピックにねがいをこめて」（学研　みんなのどうとく）
　　　　　　　　　　　授業者　　　 北山田小学校　首席　川添　龍次
　　　　　　　　　　　指導助言　　大阪教育大学　教授　金光　靖樹

北山田小学校
12月17日（月）
14:30～17:00

教職員

授業づくり研修
（国語） 142

小学校国語科　授業づくり研修（委嘱研究学校　佐竹台小学校共催）
　　　　　　　　　　　　　　　　       明星大学　客員教授　白石　範孝

佐竹台小学校
1月29日（火）
14:00～17:00

教職員

ス

ク
ー

ル

リ
ー

ダ
ー

研

修

スクール
リーダー研修Ｃ

（事務職員）
85 「『事務をつかさどる』を実践するために　～学校運営と人材育成～」

　　　　　　　　　　　　                Ｏｆｆｉｃｅアイム　代表　森川　あやこ
教育センター

視聴覚室
12月11日（火）
15:30～17:00

事務職員（主査・主幹）

特
別
支
援

教
育
研
修

特別支援教育 218
発達障がいの理解と実践③
「発達障がいと不器用」
　　　　                                  京都教育大学　准教授　牛山　道雄

教育センター
視聴覚室

12月7日（金）
15:45～17:00

教職員
※ステップアップ研修Ⅱ

選択研修を兼ねる

養護教諭
研修 97

解決志向ブリーフセラピーについて学ぶ
　　    　　　　　　　  学校医部会 吹田市医師会
　　　　  　　　　　　    　　　こどもクリニック立花　医院長　立花　賢治

教育センター
視聴覚室

12月20日（木）
15:30～17:00

養護教諭・助教諭
※フレッシュ研修を兼ねる

事務職員
研修 90 チーム学校における事務職員の役割

　　    　　　　　　　 　　　　 吹田市教育委員会　指導主事　浦　憲太
教育センター

視聴覚室
1月15日（火）
16:00～17:00

事務職員

平成３０年度　【吹田市立教育センター　教育研究報告会】

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ

っ
た
研
修

初任者研修

フレッシュ研修
（新規任用講師）

専
門
職
研
修

授
業
づ
く
り
研
修

　　　　　　　　　　　※各講座の詳細は、各学校に送付する実施要項をご覧ください。

講座名

 １２月・１月のさつきらるーむ(初任者教員等相談室）は、 
      １２/１１（火）、１３（木）、１/８（火）、１０（木）です。 

申込は、教育センターまで（Te-Comp@ssメールまたは研修申し込みシステムにて） 

平成３０年度吹田市立教育センター 教育研究報告会の開催について 
 
 第１次案内でもお知らせしましたが、吹田市における幼稚園・こども園、小・中学校、教育研究会、委嘱研究
学校、教育センターの調査研究グループ等の取組や研究成果を発信します。第２次案内にて、詳細をお伝えしま
す。各園２名程度、各校５名程度の参加をお願いします。 
  日時 平成３１年１月３０日（水） １４：００～１７：００ 
  会場 子育て青少年拠点 夢つながり未来館 ゆいぴあ 
     多目的ホール（第１分科会） 多目的リハーサル室（第２分科会）、多目的会議室（第３分科会） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCO-M9OvVlskCFcMolAodNi8LpQ&url=http%3A%2F%2Fwww.firstenglish.jp%2FCalendar%2F&psig=AFQjCNE3S3UwDrqz0d6M4iSd0rYWMCXYUg&ust=1447822526267142
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://sozaishu.up.n.seesaa.net/sozaishu/image/40820E382B7E382AFE383A9E383A1E383B3EFBC8FCyclamen.gif%253Fd%253Da62&imgrefurl=http://sozaishu.seesaa.net/index-2.html&h=1000&w=800&tbnid=ttNNKvGmQiVJeM:&docid=OfM8sAxNX-RX6M&ei=prRKVuyZGYf10gSUgb4Q&tbm=isch&ved=0CCkQMygNMA1qFQoTCOyEgdjWlskCFYe6lAodlIAPAg

